
市内各小中学校　いじめの未然防止・早期対応の取組 R3.12.24 下田市教育委員会

項目 アンケートの実施 定期的な情報共有 学活・道徳等での指導 学校評価 SC・SSWの活用 ケース会議の実施 その他

学校名

いじめやその子が抱えて
いる悩みなどを把握する
ために、アンケートを実施
している

定期的に、不登校やいじ
め等生徒指導上の諸問
題について話し合う機会
を持っている

学級活動や特別の教科
道徳等の授業において、
いじめに関する内容を取
り上げている

学校評価にいじめに関わ
る項目や「学校生活は楽
しいですか」等の項目を
設けている

いじめ（軽微なものも含む）を認知した場合や心配がある子どもについ
て、SCやSSWを活用している

気になる子どもについてケース会議（関係機関を活用した
もの、校内のもの）を行っている

その他取り組んでいること

1 稲梓小
○

（年３回程度）

○
こどもを語る会
（毎月）

○ ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・気になる児童の学級及び周辺の観察
・心配な子どもについてSCがカウンセリング

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
※昨年度までに実施あり

・気になる表れがあったら、職員間で声を出し合う。
・生徒指導主任に報連相を心掛ける（組織として対応）。
・年２回人間関係プログラムを実施し有効活用する。

2 稲生沢小
○

（年９回程度）

○
こどもを語る会
（２か月に１回）
職員会議

○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・SCに心配な子どもをみてもらう。子どもを語る会に参加。
・SCと担任や生徒指導主任との面談を実施。保護者や児童のカ
ウンセリング。
・気になる事案はSSWに相談。情報交換。保護者からの相談。
・SSWが新入生説明会で保護者に説明をしている。
・SC、SSWともに子どもを語る会に参加し、助言をもらうことがあ
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
①不登校児童(関係機関である福祉事務所、教育委
員会などと職員)
②発達関係の児童(SCと職員)

・日頃より全職員、支援員が全児童について情報提供、情
報共有する体制づくりをしている。
・特別支援教育研修を行っている。(特別支援学校教諭を
招いての研修会、大学准教授によるオンライン研修会　な
ど)

3 白浜小
○

（年５回程度）

○
生徒指導会議
（毎月）

○ ○ 　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・高学年がSCと計画的に面談。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
※昨年度実施あり

・担任との面談のほか「お話週間」を設定し、児童が自由に
教職員と話せる場を設けている。

4 浜崎小
○

（年３回程度）

○
こどもを語る会
（２か月に１回）

○ ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
※昨年度実施あり

5 下田小
○

（年７回程度）

○
こどもを語る会(年１回)
定例職員会議（毎月）

○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・心配な子どもや問題、気になる事案があるクラスの子どもたち及
びその保護者の面談をしている。
・こどもを語る会に、SCに参加してもらい、指導・助言をいただい
た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・不登校児、虐待が疑われる子供たちについて設定
した。引き続き、状況に応じて設定していく予定。

・日頃の子供たちの様子、アンケートの結果などを職員会
議で提案し、共通理解を図っている。

6 大賀茂小
○

（年1２回）

○
こどもを語る会
（年２回）

○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・3学期に進学に向け、6年生に面談を実施している。
・心配な子どもについて情報共有を行い、SCやsswが観察を実施
し、アドバイスを支援に生かしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・ケース会議を設定しなくても、随時必要な時にSCや
SSWも活用しながら対応、支援等について検討、共
通理解を図っている。

毎月生活アンケートを実施し、アンケート結果から心配の
ある児童に対して担任が面談を行っている。

7 朝日小
○

（年１１回　毎月）

○
こどもを語る会（年４回）

定例職員会議

○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・SCの活用
①６年生面談実施
②子どもを語る会にSCに参加してもらい、指導助言をいただいて
いる。（人間関係プログラムのアンケート調査のまとめについて、
見方や指導への生かし方の説明やアドバイスを受けた）

○
・人間関係プログラムの有効活用
・アンケート調査の実施
・指導の生かし方の協議
・全校での共通理解

8 稲梓中
○

（年３回）
○

生徒指導部会
（毎月）

○ ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・SCは不登校生徒を中心に関わってもらっている。いじめ事案に
ついては軽微なものであるため、今のところSC・SSWを活用した
事例はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
※生徒指導部会で対応（SCを含む）
※学期１～２回程度実施

9 稲生沢中
○

（年３回）
○

生徒指導部会
（毎月）

○ ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・SC、SSWは不登校生徒を中心に関わってもらっている。いじめ
事案については軽微なものであるため、今のところSC・SSWを活
用した事例はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
※生徒指導部会で対応
※７月後半に実施予定

10 下田東中
○

（年６回程度）

○
生徒指導部会
（毎月）

○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・SCとの全校生徒面談
・タイムリーに取り出し生徒（気になる生徒）へのSCとの面談を実
施。
・SSWと外部機関との連携

　　　　　　　　　　　　　　　　　○ いじめアンケートにより、詳細の状況の聞き取り調査の実施

11 下田中
○

（年６回程度）

○
企画委員会
（週１回）

○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
・入学生全員を対象にSCと面談をすることで今後相談しやすい
環境をつくっている。
・SSWには担任と面談することで気になる生徒について情報を提
供するとともにアドバイスをいただいている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○


